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今
年
、沖
縄
は
本
土
復
帰
五
〇
年
を
迎
え
る
。
こ
の
節
目
の
年
に
、

参
院
選
と
知
事
選
、
七
市
一
一
町
村
で
の
首
長
選
、
さ
ら
に
三
〇
市

町
村
で
議
会
議
員
選
が
行
わ
れ
る
。
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、
普
天

間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
問
題
だ
ろ
う
。「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
と

自
民
・
公
明
両
党
の
対
決
の
図
式
の
中
で
、
沖
縄
の
基
地
問
題
は
い

よ
い
よ
国
内
政
治
の
文
脈
に
回
収
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
復
帰

五
〇
年
の
節
目
を
沖
縄
と
本
土
の
分
断
の
年
に
し
な
い
た
め
に
、
わ

れ
わ
れ
は
何
を
考
え
る
べ
き
か
。
そ
こ
で
は
ま
ず
基
地
問
題
の
「
国

内
化
」、
あ
る
い
は
本
土
と
沖
縄
の
二
項
対
立
的
な
問
題
設
定
の
あ

り
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
基
地
を
め
ぐ
る
政
治
の
理
解
を
矮
小
化
し
て

い
る
可
能
性
に
つ
い
て
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と

を
理
解
す
る
た
め
に
、
基
地
の
存
在
を
根
拠
付
け
る
日
米
安
保
条
約

を
軸
に
沖
縄
基
地
問
題
の
論
点
を
整
理
し
よ
う
。

「
基
地
で
安
全
を
買
う
」

　

米
国
が
日
本
に
安
全
を
提
供
し
、
日
本
が
米
国
に
基
地
を
提
供
す

東
京
工
業
大
学
准
教
授

川
名
晋
史

「
基
地
と
安
全
の
交
換
」
は
同
盟
の
原
則
だ
が
、

日
本
の
基
地
問
題
は
国
内
問
題
だ
。

そ
の
原
因
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
条
文
に
あ
る
。

「
誰
が
同
盟
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
か
」
と
い
う
問
題
を
、

国
内
で
の
二
項
対
立
的
観
点
か
ら
解
く
の
は
難
し
い
。

か
わ
な　

し
ん
じ　
一
九
七
九
年
生
ま
れ
。

青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
国

際
政
治
学
）。
専
門
は
安
全
保
障
論
、
基
地

政
治
。
著
書
に
『
基
地
の
政
治
学
』『
基
地

の
消
長
』『
共
振
す
る
国
際
政
治
学
と
地
域

研
究
』『
基
地
問
題
の
国
際
比
較
』
な
ど
。

日
米
安
保
と
基
地
問
題

—
—

沖
縄
返
還
五
〇
年
「
二
項
対
立
」
を
超
え
て

米
軍
嘉
手
納
基
地
（
二
〇
一
六
年

撮
影
、
Ａ
Ｐ
／
ア
フ
ロ
）
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る
。
こ
れ
が
一
九
六
〇
年
来
の
日
米
安
保
の
基
本
的
な
構
図
で
あ
る

（
も
っ
と
も
、
日
本
政
府
は
、
日
本
と
極
東
防
衛
の
た
め
に
米
軍
が

日
本
に
駐
留
す
る
場
合
の
便
益
が
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
基
地
が

提
供
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
）。

　

重
要
な
の
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
人
が
、
基
地
の
受
け
入
れ

が
日
米
安
保
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
だ
と
考
え
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
「
基
地
と
安
全
の
交
換
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際

社
会
に
と
っ
て
は
ご
く
一
般
的
で
あ
る
。
戦
後
、
米
国
と
非
対
称
な

力
関
係
に
あ
り
な
が
ら
米
国
と
同
盟
関
係
に
入
っ
た
国
々
は
、
日
本

と
同
じ
よ
う
に
「
基
地
で
安
全
を
買
っ
て
」
き
た
。
例
え
ば
、
中
小

国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
初
期
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
の
は
、

彼
ら
が
提
供
す
る
基
地
に
高
い
「
値
」
が
付
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

米
国
は
そ
う
し
た
国
々
と
の
相
互
防
衛
関
係
を
期
待
し
た
の
で
は
な

く
、単
に
基
地
の
提
供
を
求
め
た
。
米
国
（
特
に
軍
部
）
が
欲
し
か
っ

た
の
は
、
基
地
と
そ
の
自
由
使
用
の
権
利
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
冷
戦
期
に
こ
う
し
た
接
受
国
の
あ
い
だ
で
生
じ
た
の

が
、
米
国
と
の
同
盟
の
コ
ス
ト—

—

す
な
わ
ち
、
基
地
の
提
供—

—

を
国
内
の
誰
が
支
払
う
か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
コ
ス
ト
の
内
訳
と

し
て
は
、
米
軍
関
連
の
事
件
・
事
故
、
騒
音
、
環
境
汚
染
の
他
に
も
、

戦
争
へ
の
「
巻
き
込
ま
れ
」
の
危
険
性
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
は
「
基

地
公
害
」
と
よ
ば
れ
、
た
び
た
び
接
受
国
内
で
政
治
問
題
化
し
た
。

　

問
題
を
難
し
く
し
た
の
は
、
同
盟
が
も
た
ら
す
利
益
（
米
国
の
防

衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
拡
大
抑
止
な
ど
）
が
、
基
地
を
受
け
入
れ
て

い
な
い
地
域
に
も
等
し
く
均き

ん
て
ん霑

し
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。つ
ま
り
、

そ
れ
は
「
た
だ
乗
り
」
可
能
な
利
益
で
あ
り
、
基
地
の
な
い
地
域
は

ひ
た
す
ら
同
盟
の
利
益
に
あ
ず
か
る
が
、
基
地
を
受
け
入
れ
る
地
域

は
そ
の
費
用
を
一
方
的
に
払
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
沖

縄
と
日
本
本
土
（
特
に
基
地
の
な
い
地
域
）
の
不
平
等
性
を
構
成
す

る
、
一
つ
の
要
素
は
こ
れ
で
あ
る
。

日
本
独
特
の
「
基
地
問
題
の
国
内
化
」

　

こ
こ
ま
で
は
日
本
と
諸
外
国
に
共
通
す
る
問
題
だ
っ
た
が
、
こ
こ

か
ら
は
両
者
を
分
か
つ
問
題
で
あ
る
。諸
外
国
の
場
合
、国
内
の「
誰
」

が
そ
の
コ
ス
ト
を
払
う
か
が
最
初
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
る
。
米
軍
が

使
用
で
き
る
基
地
と
区
域
は
、
米
国
と
の
間
で
締
結
す
る
基
地
協
定

に
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が

決
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
以
後
は
誰
が
同
盟
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る

か
（
あ
る
い
は
特
定
の
自
治
体
が
基
地
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
正
当

性
）
が
国
内
で
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
問
題
化
す
る
の

は
も
っ
ぱ
ら
補
償
の
問
題
と
米
軍
の
運
用
の
あ
り
方
で
あ
る
。
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一
方
、
日
本
は
そ
う
で
は
な
い
。
基
地
の
根
拠
条
約
で
あ
る
日
米

安
保
条
約
は
、
単
に
米
軍
が
日
本
の
施
設
・
区
域
を
使
用
で
き
る
こ

と
だ
け
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
日
米
安
保
条
約
が
「
基

地
提
供
条
約
」
で
は
な
い
と
す
る
政
府
の
立
場
を
裏
付
け
る
も
の
だ

が
、
こ
の
こ
と
が
少
な
く
と
も
法
理
上
、
誰
が
同
盟
の
コ
ス
ト
を
負

担
す
る
の
か
を
あ
い
ま
い
に
す
る
。日
米
安
保
条
約
／
地
位
協
定（
第

二
条
一
項
）
の
理
屈
上
、
全
て
の
自
治
体
は
潜
在
的
な
基
地
提
供
者

で
あ
る
（
繰
り
返
せ
ば
、
諸
外
国
で
は
ど
こ
に
基
地
が
置
か
れ
る
か

が
は
じ
め
か
ら
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
変
更
す
る
に
は
協
定
そ

の
も
の
を
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る
「
全

土
基
地
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
自
治
体
が
基
地
を

受
け
入
れ
る
か
は
条
約
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
国
内
政
治
が
決
め

る
。

　

こ
の
こ
と
が
、
基
地
問
題
が
諸
外
国
で
は
米
国
と
の
安
全
保
障
問

題
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
国
内
政
治
の

問
題
と
し
て
規
定
さ
れ
る
根
本
的
な
理
由
で
あ
る
。
近
年
、
広
が
り

を
み
せ
つ
つ
あ
る
基
地
の
「
引
き
取
り
」
論
（
沖
縄
か
ら
本
土
に
基

地
を
引
き
取
ろ
う
と
す
る
運
動
）
も
、
戦
後
の
野
党
が
最
も
批
判
し

て
い
た
こ
の
「
全
土
基
地
方
式
」
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
基
地
問
題
の
国
内
化
は
、
日
米
安
保
条

約
そ
の
も
の
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。

分
水
嶺
と
し
て
の
一
九
六
八
年

　

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
は
こ
れ
ま
で
当
然
の
よ
う
に
基
地
問
題
が

あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
中
か
ら
今
日
の
沖
縄
に
お
け
る
基
地
問

題
の
性
質
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
、
一
九
六
八
年

の
基
地
問
題
を
紹
介
し
よ
う
。

　

戦
後
の
日
本
を
揺
る
が
し
た
数
々
の
反
基
地
闘
争
（
例
え
ば
、
砂

川
事
件
、
内
灘
事
件
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
な
ど
）
は
、
一
九
五
七
年
に

実
施
さ
れ
た
米
陸
軍
部
隊
と
海
兵
隊
の
撤
退
に
よ
り
い
っ
た
ん
は
沈

静
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で

の
日
本
の
基
地
の
役
割
が
増
大
し
た
こ
と
で
、
国
内
の
反
基
地
闘
争

が
勢
い
を
取
り
戻
し
た
。
六
八
年
一
月
一
九
日
、
核
兵
器
を
搭
載
可

能
な
航
空
機
を
積
ん
だ
海
軍
の
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

佐
世
保
に
入
港
、
こ
れ
に
反
対
す
る
三
派
全
学
連
と
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
警
官
隊
が
衝
突
し
た
。
五
月
二
日
に
は
、
佐
世
保
に
定

期
的
に
入
港
し
て
い
た
原
子
力
潜
水
艦
ソ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
周

囲
の
海
水
か
ら
平
常
値
の
一
〇
倍
以
上
の
放
射
能
が
測
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
態
は
国
会
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
核
に
敏
感
な

革
新
陣
営
を
刺
激
し
た
。

　

東
京
で
は
陸
軍
王
子
病
院
（
キ
ャ
ン
プ
王
子
）
に
批
判
が
集
ま
っ

た
。
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
負
傷
し
た
米
兵
の
七
五
％
が
日
本
で
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治
療
を
受
け
て
い
た
。
東
京
都
北
区
の
陸
軍
王
子
病
院
は
住
宅
密
集

地
に
あ
る
上
、
付
近
に
は
中
学
校
、
高
校
、
大
学
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
社
会
党
、
共
産
党
、
区
労
連
な
ど
の
革
新
団
体
の
み
な

ら
ず
、
保
守
系
区
議
、
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
商
店
連
合
会
な
ど
か
ら

も
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
九
州
大
学
で
起
き
た
米
軍
機
の
墜
落
事
故

だ
っ
た
。
六
月
二
日
、
板
付
空
軍
基
地
（
現
福
岡
空
港
）
を
飛
び

立
っ
た
Ｆ
‐
４
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機
が
、
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
た
め
九

州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
に
墜
落
し
た
。
板
付
は
か
ね
て
よ
り

事
故
の
危
険
性
の
高
い
基
地
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
幸
い
負

傷
者
は
な
か
っ
た
が
、
墜
落
現
場
の
す
ぐ
隣
に
は
原
子
核
実
験
室
が

あ
り
、
コ
バ
ル
ト
六
〇
も
保
管
さ
れ
て
い
た
。
一
歩
間
違
え
れ
ば
大

惨
事
だ
っ
た
。

基
地
問
題
の
「
沖
縄
移
転
」

　

日
米
安
保
の
自
動
延
長
（
一
九
七
〇
年
六
月
）
を
控
え
て
い
た
こ

の
時
期
、
米
国
政
府
は
日
本
本
土
で
の
基
地
問
題
の
悪
化
に
神
経
を

と
が
ら
せ
た
。
日
本
政
府
も
か
つ
て
の
安
保
闘
争
の
二
の
舞
は
避
け

た
か
っ
た
。
米
政
府
内
で
は
、
国
務
省
と
国
防
総
省
が
そ
れ
ぞ
れ
在

日
米
軍
基
地
の
削
減
に
関
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。
焦
点
は
基
地
問

題
が
激
化
し
て
い
た
福
岡
、
神
奈
川
、
そ
し
て
東
京
の
基
地
だ
っ
た
。

施
設
の
数
を
減
ら
し
、
高
層
化
し
て
集
約
し
（
関
東
一
円
の
空
軍
施

設
を
横
田
に
統
合
）、
基
地
に
日
の
丸
を
掲
げ
た
（
自
衛
隊
と
の
共

同
使
用
）。
い
わ
ば
、
基
地
の
「
不
可
視
化
」
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
沖
縄
へ
の
問
題
の
し
わ
寄
せ
だ
っ

た
。
こ
の
と
き
都
市
部
か
ら
撤
収
し
た
米
軍
が
向
か
っ
た
先
の
一
つ

は
沖
縄
だ
っ
た
。
米
国
の
政
策
決
定
者
は
沖
縄
を
、
本
土
に
置
け
な

く
な
っ
た
基
地
の「
収
納
先
」と
み
て
い
た
。
例
え
ば
、東
京（
横
田
）

に
い
た
戦
闘
機
部
隊
は
、
嘉
手
納
空
軍
基
地
に
移
転
し
た
が
、
嘉
手

納
が
選
ば
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
「
日
本
放
棄
」
の
印
象
を
与
え
ま

い
と
す
る
国
務
省
の
配
慮
が
あ
っ
た
。
当
初
、
戦
闘
機
部
隊
は
米
本

土
あ
る
い
は
グ
ア
ム
な
ど
の
国
外
移
転
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
最

終
的
に
は
日
本
本
土
か
ら
近
か
ら
ず
遠
か
ら
ず
の
沖
縄
に
変
更
さ
れ

た
。

　

計
画
の
策
定
過
程
で
、
い
っ
た
ん
は
不
要
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
沖

縄
の
普
天
間
飛
行
場
が
一
転
し
て
残
留
、
な
い
し
後
の
固
定
化
へ
と

舵
が
切
ら
れ
た
の
も
、
厚
木
基
地
（
神
奈
川
）
を
返
還
す
る
た
め
の

代
替
基
地
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
た
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
と
き

国
防
総
省
は
沖
縄
に
駐
留
す
る
海
兵
隊
の
撤
収
を
計
画
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
普
天
間
の
閉
鎖
も
検
討
し
た
。
普
天
間
は
空
軍
か
ら
海
兵
隊

へ
と
移
管
さ
れ
た
六
〇
年
代
初
め
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
位
置

付
け
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
六
九
年
一
月
の
時
点
で
は
四
機
の
ヘ
リ
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が
配
備
さ
れ
る
の
み
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
厚
木
の
ヘ
リ
部
隊
の
受

け
入
れ
先
と
な
っ
た
こ
と
で
、
八
〇
機
の
ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
る
海
兵

航
空
部
隊
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
。
普
天
間
は
そ
の
後
、
海
兵
隊
の

活
動
の
「
磁
場
」
の
ご
と
く
、
他
の
施
設
や
機
能
を
沖
縄
に
引
き
寄

せ
た
。
第
三
海
兵
師
団
司
令
部
が
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
へ
移
り
、

第
四
海
兵
連
隊
も
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
へ
移
駐
し
た
。
第
三
海
兵

水
陸
両
用
軍
司
令
部
が
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
に
配
備
さ
れ
、
第

一
二
海
兵
連
隊
が
キ
ャ
ン
プ
・
ヘ
ー
グ
に
入
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶

覧
も
新
た
に
海
兵
隊
基
地
司
令
部
の
拠
点
と
な
っ
た
。
牧
港
補
給
地

区
も
陸
軍
か
ら
海
兵
隊
へ
と
移
管
さ
れ
た
。
本
土
復
帰
の
時
期
と
相

前
後
し
て
今
日
の
海
兵
空
地
任
務
部
隊
（
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｔ
Ｆ
）
の
条
件
と

訓
練
環
境
が
整
っ
た
。
以
降
、
沖
縄
に
お
け
る
海
兵
隊
（
今
日
、
沖

縄
米
軍
基
地
の
約
八
〇
％
が
海
兵
隊
基
地
で
あ
る
）
の
存
在
は
動
か

し
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
と
し
て
の
基
地

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
を
遡
れ
ば
、
日
本
本
土
で
の
基
地
問
題
の
解
決

と
今
日
の
沖
縄
の
基
地
問
題
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

沖
縄
の
基
地
問
題
が
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た

め
に
こ
う
し
た
歴
史
の
視
座
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
こ
で
人
々
の
思
考
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
本
土
の
側
が

有
す
る
無
自
覚
的
な
歴
史
の
加
害
性
に
ば
か
り
目
が
向
く
よ
う
に
な

る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
今
日
の
沖
縄
の
基
地
問
題
を
考
え
る
上
で

重
要
な
視
点
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
本
土
と
沖
縄
の
二
項
対
立
的
な

問
題
設
定
の
あ
り
方
と
、
そ
の
先
に
あ
る
基
地
問
題
の
国
内
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。

　

基
地
問
題
を
国
内
化
す
る
こ
と
で
見
え
に
く
く
な
る
も
の
の
一
つ

に
、
そ
も
そ
も
、
米
軍
基
地
の
日
本
へ
の
集
中
の
問
題
が
あ
る
。
現

在
、
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
は
施
設
の
数
、
展
開
す
る
兵
員
の
数
、

施
設
の
規
模
、
施
設
の
資
産
価
値
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
世
界
で
突

出
し
て
い
る
。
国
防
総
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
八
年
時
点

で
日
本
に
は
七
一
一
二
の
米
軍
施
設
（
倉
庫
、
滑
走
路
、
住
宅
、
通

信
ア
ン
テ
ナ
等
々
）
が
存
在
す
る
（
防
衛
省
が
公
表
す
る
在
日
米
軍

施
設
・
区
域
の
数
は
一
三
一
だ
が
、
両
者
は
施
設
の
定
義
を
異
に
す

る
）。
こ
の
数
字
は
世
界
第
一
位
で
あ
り
、
二
位
以
下
の
韓
国
と
ド

イ
ツ
を
一
〇
〇
〇
以
上
、
引
き
離
し
て
い
る
。

　

施
設
の
規
模
に
つ
い
て
は
上
位
一
〇
施
設
の
う
ち
、
六
施
設
が
日

本
に
あ
る
。
一
位
は
沖
縄
の
嘉
手
納
で
、
三
、四
、六
、七
位
に
そ
れ

ぞ
れ
横
須
賀
、
横
田
、
岩
国
、
三
沢
が
入
る
。
八
位
が
沖
縄
の
キ
ャ

ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
）
で
、
一
一
位
が
キ
ャ
ン

プ
・
キ
ン
ザ
ー
（
牧
港
補
給
地
区
）
で
あ
る
。
上
位
一
一
位
ま
で
に

占
め
る
日
本
の
割
合
は
実
に
約
六
五
％
で
あ
る
。
狭
隘
な
日
本
、
と



独立日本の70年

103

り
わ
け
沖
縄
に
米
国
の
大
規
模
な
基
地
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

基
地
の
資
産
価
値
で
も
日
本
は
抜
き
ん
出
て
い
る
。
国
別
で
み
れ

ば
日
本
の
基
地
は
全
体
で
、
二
位
の
ド
イ
ツ
の
倍
以
上
の
資
産
価
値

が
あ
る
。
そ
の
額
は
上
位
一
五
ま
で
足
し
合
わ
せ
た
総
額
の
四
七
％

に
及
ぶ
。
基
地
別
で
み
て
も
、
上
位
一
五
の
う
ち
八
つ
が
日
本
、
そ

の
う
ち
三
つ
が
沖
縄
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
嘉
手
納
、
横
須
賀
海

軍
施
設
、
三
沢
、
岩
国
、
横
田
、
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
、
横
須

賀
補
給
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
圧
倒
的
な
資
産
価
値
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
日
米
の

共
同
投
資
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
が
米
国
に
提
供
し
て
い
る
「
思
い
や
り
予
算
」
は
基
地
で

働
く
日
本
人
従
業
員
の
労
務
費
や
基
地
の
光
熱
水
費
だ
け
で
な
く
、

学
校
や
娯
楽
施
設
を
含
む
基
地
の
整
備
・
建
設
費
と
し
て
も
使
用
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
基
地
の
資
産
価
値
は
、
基
地

の
「
寿
命
」
に
直
結
す
る
。
資
産
価
値
の
高
い
基
地
は
単
に
代
え
が

き
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
財
政
的
な
意
味
で
も
そ
の
有
効
利
用
が
求

め
ら
れ
る
（
基
地
を
遊
ば
せ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
基
地
に
与
え
ら
れ
る
任
務
は
定
期
的
に
更

新
さ
れ
、
お
の
ず
と
基
地
の
運
用
は
長
期
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
資
産
価
値
の
高
さ
は
沖
縄
を
含
め
た
日
本
の
基
地
の
現
状
を
容

認
す
る
人
々
か
ら
は
好
意
的
に
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
容

認
し
な
い
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
思
い
や
り
予
算
」
の
あ
り
方
を
含
め

て
批
判
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。

国
際
政
治
的
発
想
が
解
決
に
は
不
可
欠

　

上
記
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
問
題
が
、
従

来
の
二
項
対
立
的
な
図
式
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
こ
と
を

示
す
に
は
十
分
で
あ
る
。
米
国
の
海
外
基
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ

し
て
米
国
の
海
外
基
地
政
策
の
中
で
日
本
／
沖
縄
の
基
地
が
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
日

本
は
基
地
を
通
じ
て
い
か
な
る
対
米
優
位
性
を
手
に
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
洞
察
が
な
け
れ
ば
、
膠
着
す

る
沖
縄
の
基
地
問
題
を
打
開
す
る
た
め
の
新
た
な
発
想—

—

例
え

ば
、
日
本
で
は
い
ま
だ
検
討
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
基
地
の
運
用
に
関

す
る
多
国
間
連
携
な
ど—

—

は
出
て
こ
な
い
。
基
地
問
題
を
「
国

内
化
」
し
、
国
内
の
政
治
資
源
だ
け
を
頼
り
に
そ
れ
を
解
決
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

諸
外
国
の
基
地
問
題
の
事
例
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
に
残
さ
れ
た
戦
後
の
宿
題
で
あ
る
基
地
問
題
の
解
決
に
は
、

国
際
政
治
の
通
時
的
か
つ
共
時
的
な
視
点
が
必
須
で
あ
る
。
●




